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元気で、夢や生き甲斐が持て、安心して暮らせる村をめざして！



　令和８年３月７日（土）に橿原運動公園で第２１
回市町村対抗子ども駅伝大会が開催されます。県
内の小学５、６年生を対象として体力向上や子ど
も同士の連帯感を養うことを目的に行われ、本村
からは、やまぞえ小学校の校内マラソン記録会の
成績を参考に選抜された８名が出場します。
　選手たちは昨年末から、日々の練習に熱心に取
り組み、またその他記録会等にも積極的に参加し、
着々と実力をつけています。
　皆さまの温かい応援をよろしくお願いします。
【出場選手】
男子：中辻桜奨、亥場悠介、中西章太、稲久保衣十
　　　（後列左から順に）
女子：乾美緒、東久保菜月、中辻ゆあ、井岡望晴
　　　（前列左から順に）

なかつじおうすけ

いぬい み お なかつじ い　おか　み　はるひがし く ぼ　な　つき

い　ば　ゆうすけ なかにししょうた いな　く　ぼ　い　と

　今年で第５０回となる山添村勤労者球技大会が
スポーツセンターグラウンドにて開催されまし
た。本大会は、普段お仕事をされている方々がお
互いの親睦と交歓を深めることを目的として行わ
れています。
　今回はソフトボールの５チームが参加し、総当
たりの試合となりました。結果は、山添ヤンキー
スが昨年度優勝チームのレッドソックスを破り優
勝、エンジェルスJr. が準優勝しました。どの試合
も白熱した戦いが繰り広げられ、大いに盛り上
がった活気ある大会となりました。

　日本赤十字社から日本赤十字社山添村分区へ移
動炊飯器が貸与されました。日本赤十字社は、多
くの方々からの社費や寄付金を元に様々な活動を
行っています。
　この移動炊飯器はガス仕様で軽く、簡単に組み
立てることができ、現場での炊き出しに便利です。
非常時に５０人から１００人分の防災食の調理を
行うことができます。
　今後防災訓練や災害時の炊きだしで活用されま
す。

　山添村総合型地域スポーツクラブに所属してい
る奈良アスレチックス山添（通称：ＡＣ山添）の監
督である西岡真希さん（菅生）が、文部科学大臣よ
り令和７年度生涯スポーツ功労者表彰を受賞され
ました。
　この賞は、地域又は職域におけるスポーツの健
全な普及及び発展に貢献した方へ贈られるもので
す。西岡さんは、平成２１年に設立したＡＣ山添
で陸上競技チームの監督として運営等に尽力さ
れ、小・中学生に熱心な指導を行っておられます。
　この度の受賞を心よりお慶び申し上げます。

にしおかまさ き
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　元オリンピック日本代表選手（競泳）の千葉すず
さんによる運動教室が山添村役場にて実施されま
した。この教室は、奈良県南部東部振興基本計画対
象の市町村に講師を派遣し、身近に実践できる運
動・スポーツの楽しさを啓発し、運動習慣の定着を
目的とした奈良県のスポーツ事業の一環です。内
容は、ピラティス（体幹を中心に全身の筋肉をバラ
ンス良く鍛えるエクササイズ）を行いました。
　参加者全員が明るい雰囲気で楽しく取り組んで
いました。今回のような教室を通して、多くの方々
が運動やスポーツに親しむきっかけになればと考
えています。

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が中学生を対
象に、将来を担う中学生の皆様が、税について関心
を持ち、正しい理解を深めていただくことを目的
に税の作文を募集され、山添中学校からは以下の
二年生の二名の生徒が表彰されました。
〇山添村長賞　栗林瑠采さん（西波多）
〇桜井税務署管内　租税教育推進協議会長賞
　　　　　　　川畑美央さん（西波多）
　このたびの受賞を心よりお慶び申し上げます。

　消防活動の仕事始めとなる恒例の消防出初式を
１月１１日、山添村役場大会議室で開催しました。
式典には消防団員をはじめ、来賓や主催者など約
６０人が出席しました。
　地域の安全に長年貢献した消防団員に対し、そ
の功績を讃え、９名の方に表彰状が授与されまし
た。団員の方々は来賓の方より今後の消防活動へ
の激励をうけ、地域消防の責務と重要性を再認識
されていました。
　また、高市早苗総理大臣をはじめ、日本消防協会
など多くの方から祝電をいただきました。

　山添村茶生産組合青年部の主催で山添中学校１
年生を対象に、大和茶振興学習会が開催されました。
　急須を使用したお茶のいれ方の実習では、お茶
のうま味を出すための湯の温度や浸出時間など細
かな指導を受け、自分達でいれたお茶を味わいま
した。
　また、香りや味からお茶の種類を当てる闘茶（き
き茶）会も行われ、回数を重ねるごとにお茶の違い
を見極められるようになり、村の特産品である大
和茶についての知識が深まりました。

くりばやしる い

かわばた み お
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　現在改修工事中の校舎内部の一部を紹介します。
　解体工事が中盤に差し掛かり、天井は全て撤去されました。ま
た、壁・建具の解体が８割ほど終わりました。
　今年の夏竣工に向けてほぼ予定通り工事が進められています。

大和まほろばネットワークの市町村のつながりを深めるために、圏域市町村（天理市・
山添村・川西町・三宅町・田原本町）の情報を、広報誌に隔月で掲載しています。
今月号では、天理市の情報を紹介します。

大和まほろばネットワークニュース

無料のプログラミング体験イベントを開催●  天理市  ●

　TEPIA 先端技術館（東京・北青山）が全国展開する「プログラミング体験
広場」を天理市で初開催。難易度別の６種類の教材を体験できます。プログ
ラミングで小型ドローンの飛行や、ロボットでのお絵描き、
電車の操作に挑戦してみませんか？
　当日は県内大学の学生がチューターとしてみなさんの体
験をサポートします。初心者から経験者まで楽しみながら
学べる無料のイベントですので、ぜひご参加ください。

▶日時　2 月 22日（日）
　　　　午前 10時～午後 3時 30分
　　　　（最終 午後 3時）
▶場所　天理市文化センター

▶所要時間　各回約 30分
▶定員　各回 32名
▶参加料　無料
▶主催　一般財団法人高度技術社会推進協会（TEPIA）
　後援　奈良県、天理市、天理市教育委員会

☆参加には事前のご予約が必要です。
　詳しくは市ホームページ（QRコード）を
　ご確認ください。

新しい教室に向けて

　　工事を進めてい
ます 図書ラウンジも

　壁と建具が解体されました
エレベーター棟は基礎の上に鉄骨が出来上がってきました
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▲第17回最優秀作品
 「笠置寺正月堂」

伊賀市

伊賀上野・城下町のおひなさん
　上野本町通り周辺の店舗
などで新旧さまざまなひな
人形を、登録有形文化財「赤
井家住宅」ではガラスで作ら
れたひな人形を展示します。
　また、各店舗ではおひなさ
んにちなんだ期間限定ラン
チやお菓子などの販売も行
われます。
　おひなさんが彩る伊賀上野城下町で
まち歩きを楽しんでみませんか。
【とき】　２月６日（金）～３月３日（火）
問　伊賀市観光振興課　☎0595-22-9670（平日）
　　伊賀市観光インフォメーションセンター
　　　　　　　　　☎0595-51-9743（土・日・祝）

　冬のさむ～い日でもおすすめ！
　色々な品種のいちごを、暖か
いハウスで30分間食べ放題！
　甘みがギュッと詰まったいち
ごが堪能できる青蓮寺湖観光
村にぜひお越しください！
【とき】
　１月５日～５月中旬
　午前９時30分～午後４時
　（最終受付：午後３時30分）
【休園日】　水曜日（祝日を除く。）
※15人以上は要予約。入園料など詳しくはホーム
ページをご覧ください。
問　青蓮寺湖ぶどう組合いちご部
　　☎0595-63-7000

名張市

冬のごほうび！  いちご狩りをしませんか？

笠置町 南山城村

　京町屋を生かし
た上質な空間で、南
山城村の濃厚抹茶
スイーツやこだわり
の茶葉を販売。道の
駅で大人気の商品
も京都市内で購入できます。
　また、一杯ずつ点てられた南山城村の抹茶をオリジ
ナルのお菓子とセットで楽しめます。
　麩屋柳緑で贅沢な時間を過ごしてみませんか。
【ところ】　京都市中京区麩屋町通六角上ル白壁町４３９
【営業時間】　午前１１時～午後６時
【定休日】　水曜日
問　麩屋柳緑　☎075-201-7862

第18回笠置町フォトコンテスト
　笠置町の四季折々の自然景
観・史跡・文化財・観光施設・祭
事などを題材とした写真を募
集しています。詳しくは、ホー
ムページをご覧ください。
　たくさんのご応募お待ちし
ています。
【申込期限】　２月27日（金）
　※当日消印有効
【申込方法】　郵送・持参・メール
　・問  〒619-1303 京都府相楽郡笠置町笠置西通90-1
　笠置町希望のまち推進課内
　「第18回笠置町フォトコンテスト」係
　☎0743-95-2327
　E-mail：kibou@town.kasagi.lg.jp

南山城村のお茶の魅力を伝える
　　　　　　　　日本茶サロン「麩屋柳緑」

ふ や りゅうりょく

ぜいたく

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村、奈良県山添村、三重県名張市と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などの事業に連携して取り組んでいます。ここでは、構成市町村のイチ押しスポットなどを紹介します。
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議　会
だより 令和７年　第４回

山添村議会定例会の結果
第４回定例会を、１２月４日から１２月１５日まで１２日間の会期で開きました。
条例の一部改正、令和７年度補正予算、その他工事請負計画の変更などの議案が提出
され、採決の結果１件の修正可決を除き、残りは全件可決となりました。また議員発
議の修正動議が１件提出され可決となりました。
その概要を要約してお知らせします。　　　　　　　　　　問  議会事務局（総務課内）

提
出
議
案
と
そ
の
審
議
内
容

【　
　
条　
例　
　
】

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
山
添
村
実
費
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
内
容

に
準
拠
し
て
本
村
職
員
及
び
特
別
職
の
旅

費
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
山
添
分
校
を
、
令
和
11
年
３
月
31
日
で

閉
校
と
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

〈
反
対
討
論
〉　　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

　
山
添
村
立
奈
良
県
立
山
辺
高
等
学
校
山

添
分
校
は
70
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
「
本

州
唯
一
の
村
立
高
校
」と
し
て
、村
の
将
来

を
担
う
若
者
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き

た
。
近
年
は
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
困
難

を
か
か
え
た
生
徒
を
受
け
入
れ
、
そ
の
成

長
を
育
ん
で
き
た
。
村
内
外
か
ら
生
徒
が

通
い
、
そ
の
存
在
は
他
に
代
え
が
た
い
も

の
で
あ
り
、
村
民
の
誇
り
と
も
な
っ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
は
本
校
化
と
存
続
を
願
う

３
０
０
０
人
を
超
え
る
多
数
の
署
名
に
も

現
れ
て
い
る
。
山
添
村
議
会
で
は
、
令
和

７
年
３
月
議
会
に
お
い
て
「
山
添
村
立
奈

良
県
立
山
辺
高
等
学
校
山
添
分
校
の
本
校

化
を
求
め
る
決
議
」
を
採
択
し
て
い
る
が

山
添
村
や
山
添
村
教
育
委
員
会
は
、
令
和

８
年
度
か
ら
の
山
添
分
校
の
入
学
募
集
を

停
止
し
、
閉
校
に
向
け
て
手
続
き
を
進
め

て
い
る
。
今
年
８
月
の
村
長
選
挙
で
の
再

選
を
、分
校
本
校
化
を
断
念
し
、廃
校
へ
と

進
め
る
最
大
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
首
長

と
議
会
は
二
元
代
表
制
を
取
っ
て
い
る
。

我
々
議
員
も
再
選
し
て
お
り
、
村
長
の
再

選
を
も
っ
て
分
校
の
廃
校
が
信
任
さ
れ
た

と
は
言
え
な
い
。
山
添
分
校
を
必
要
と
し

て
い
る
多
く
の
卒
業
生
や
生
徒
た
ち
の
た

め
、
ま
た
山
添
村
の
将
来
の
た
め
に
山
添

分
校
を
本
校
化
し
、
存
続
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
、反
対
す
る
。

〈
反
対
討
論
〉　　
　
　
野
村
信
介　
議
員

　
山
添
村
立
奈
良
県
立
山
辺
高
等
学
校
山

添
分
校
を
廃
校
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
執
行
部
の
山
添
分
校
に
対
す
る

誤
っ
た
認
識
が
根
底
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
学
校
に
通
え
な
い
生
徒
た
ち
が
増
え

て
お
り
分
校
は
受
け
皿
と
な
っ
て
き
た
。

小
さ
な
村
で
あ
っ
て
も
、
学
校
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
で
、
村
そ
し
て
村
民
の
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
学
校
関
係
者
や

卒
業
生
な
ど
の
努
力
も
あ
り
創
立
以
来
80

年
近
く
村
が
こ
の
学
校
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
昨
今
小
さ
な
学
校

の
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
情

勢
を
見
れ
ば
、
学
年
に
数
十
人
し
か
い
な

い
、
１
ク
ラ
ス
し
か
な
い
よ
う
な
小
さ
な

学
校
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
見
直
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
山
添
分
校
が
伊
賀
市
や
名
張
市
な

ど
を
中
心
に
村
外
の
学
生
を
受
け
入
れ
て

き
た
こ
の
教
育
ス
タ
イ
ル
は
さ
ら
に
注
目

を
浴
び
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
学
校
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
村
の
価
値
を
上
げ
る

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
下
げ
る
こ
と

は
な
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
形

で
運
営
し
て
い
け
ば
、
本
校
化
を
し
て
費

用
面
で
重
荷
に
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
山
添
分
校
が
あ
る
こ
と
で
、
地
方
交

付
税
が
毎
年
３
０
０
０
万
円
以
上
計
上
さ

れ
て
い
る
が
閉
校
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

れ
を
失
う
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
決
断
は

村
を
よ
り
小
さ
な
弱
い
も
の
に
し
て
し
ま

い
か
ね
な
い
。
村
を
輝
か
せ
る
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
の
に
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　
本
校
化
を
望
む
多
く
の
方
々
の
署
名
、

３
月
議
会
で
本
校
化
を
望
む
決
議
が
可
決

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
全
く
反
対

の
決
定
を
下
し
た
村
長
は
説
明
が
足
り
な

い
と
思
う
。
さ
ら
に
、
今
ま
で
の
議
論
の

中
で
分
校
が
廃
校
に
な
っ
た
後
、
学
校
法

人
や
専
門
学
校
等
に
農
業
の
教
育
を
任
せ

た
い
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
言
及
さ
れ
て

い
た
。
何
か
別
の
教
育
機
関
に
肩
代
わ
り

す
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
分
校
を
廃
校

し
て
い
く
と
い
う
説
明
が
足
り
な
い
と
考

え
、
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
い
う
立
場
で
反

対
す
る
。
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▼
山
添
村
子
ど
も
・
次
世
代
応
援
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
の
た
め
子
ど

も
に
係
る
医
療
費
無
償
化
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
自
己
負
担
を
無
償
化

す
る
改
正
。
ま
た
、民
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
成
年
年
齢
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
る
改
正
を
提
案
し

ま
し
た
。

○
条
例
案
に
対
す
る
修
正
動
議
（
全
会
一

致
で
可
決
）

　
自
己
負
担
額
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
賛

成
で
あ
る
が
、
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
引

き
下
げ
る
必
要
が
な
い
と
考
え
、
対
象
年

齢
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
20
歳
と
す
る
修

正
動
議
が
奥
谷
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
修
正
議
決
し
た
部
分
を
除
く
原
案
に
つ

い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
山
添
村
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
ホ
ー
ル
自
体
を
使
用
せ
ず
、
駐
車
場
の

み
使
用
す
る
要
望
が
増
え
て
お
り
、
施
設

を
適
切
に
管
理
運
営
す
る
た
め
、
各
施
設

の
駐
車
場
を
占
有
す
る
場
合
、
施
設
利
用

料
の
半
額
を
、
ま
た
利
用
料
金
規
程
の
な

い
図
書
室
を
占
有
す
る
場
合
の
利
用
料
の

明
確
化
、
及
び
営
利
目
的
で
施
設
を
使
用

す
る
場
合
に
使
用
料
を
割
増
す
範
囲
を
拡

大
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
一
月
の
簡
易
水
道
料
金
の
算
定
方
法

は
、「
検
針
日
の
属
す
る
月
の
基
本
料
金
」

と「
前
月
の
従
量
料
金
」を
徴
収
す
る
形
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、こ
れ
を「
前
月
の

基
本
料
金
」と「
前
月
の
従
量
料
金
」の
同

じ
月
分
に
合
わ
せ
て
徴
収
す
る
形
に
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

【　
　
補
正
予
算　
　
】

▼
令
和
７
年
度
山
添
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
７
年
度
山
添
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
７
年
度
山
添
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
７
年
度
山
添
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て（
全
会

一
致
で
可
決
）

▼
令
和
７
年
度
山
添
村
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て（
全
会

一
致
で
可
決
）

▼
令
和
７
年
度
山
添
村
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

※

前
記
補
正
予
算
６
議
案
に
つ
い
て
は
、

一
括
し
て
審
議
。
13
頁
参
照
。

【　
　
規　
約　
　
】

▼
天
理
市
、山
添
村
、川
西
町
、三
宅
町
及

び
田
原
本
町
一
般
廃
棄
物
の
処
理
事
務
委

託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
し
尿
処
理
に
つ
い
て
、
安
堵
町
が
同
町

の
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
令
和
８
年

４
月
１
日
か
ら
天
理
市
に
新
た
に
処
理
事

務
委
託
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
規
約
の
事

務
委
託
の
対
象
市
町
村
を
追
加
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
本
規
約
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

【　
　
契　
約　
　
】

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

取
得
財
産　
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン　
60
台

入
札
方
法　
一
般
競
争
入
札

金　
　
額　
１
５
，３
４
５
，０
０
０
円

契
約
の
相
手
方

　
　
三
重
県
伊
賀
市
問
屋
町
83
番
地

　
　
フ
タ
バ
器
械
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役　
村
井
洋
介　
氏

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
三
宅
正
行　
議
員

　
パ
ソ
コ
ン
を
概
ね
５
年
ご
と
に
買
い
換

え
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、W

indows

11

対
応
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
１
台
当
た
り
25
万
５
０
０
０
円

は
高
額
に
思
え
る
が
、
日
常
の
業
務
が

滞
っ
て
は
困
る
た
め
賛
成
す
る
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

工
事
名　
山
添
村
簡
易
水
道（
切
幡
地
区
）

　
　
　
　
水
道
施
設
改
良
工
事

　
　
　
　
（
配
管
そ
の
４
）

相　
手　
株
式
会
社
松
下
組

　
　
　
　
代
表
取
締
役　
松
下
博
之　
氏

契
約
金
額
の
変
更

　
　
（
変
更
前
）７
８
，１
０
０
，０
０
０
円

　
　
（
変
更
後
）７
９
，３
９
６
，９
０
０
円

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

工
事
名　
山
添
村
簡
易
水
道（
切
幡
地
区
）

　
　
　
　
水
道
施
設
改
良
工
事

　
　
　
　
（
配
管
そ
の
５
）

相　
手　
株
式
会
社
脇
組

　
　
　
　
代
表
取
締
役　
脇　
義
宣　
氏

契
約
金
額
の
変
更

　
（
変
更
前
）１
２
２
，４
８
５
，０
０
０
円

　
（
変
更
後
）１
１
３
，０
１
０
，７
０
０
円

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

工
事
名　
山
添
村
簡
易
水
道（
菅
生
地
区
）

　
　
　
　
水
道
施
設
改
良
工
事

　
　
　
　
（
配
管
そ
の
１
）

相　
手　
株
式
会
社
栗
田
建
設

　
　
　
　
代
表
取
締
役　
栗
田
一
紀　
氏

契
約
金
額
の
変
更

　
　
（
変
更
前
）８
３
，６
６
７
，１
０
０
円

　
　
（
変
更
後
）８
６
，４
１
４
，９
０
０
円

【　
　
そ
の
他　
　
】

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

《
公
の
施
設
》

所　
在　
山
添
村
大
字
伏
拝
地
内

名　
称　
神
野
山
ふ
れ
あ
い
の
森
関
連
施
設

（
茶
の
里
会
館
、生
産
物
直
売
所

森
林
科
学
館
）

《
指
定
管
理
者
》

所　
在　
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
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三
丁
目
１
番
１
号

ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｋ
福
岡

団
体
名　
株
式
会
社
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
代
表
取
締
役　
鈴
木
雅
剛

期　
間　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

　
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
神
野
山
は
本
村
で

一
番
の
観
光
地
で
あ
る
。本
案
の
対
象
は
、

そ
の
中
で
も
中
心
的
な
施
設
で
あ
り
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
位
置
づ
け
と
そ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
１
点
目
に
映
山
紅

な
ど
の
施
設
は
指
定
管
理
者
が
多
額
の
赤

字
を
出
し
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い

う
事
例
が
多
く
見
ら
れ
、
村
と
し
て
相
応

の
財
政
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
２
点
目
に
ツ
ツ
ジ
の
名
所
、
聖
武
天

皇
の
勅
願
寺
で
あ
る
神
野
寺
、
関
西
一
の

星
空
、
神
野
山
を
天
空
に
見
立
て
た
鍋
倉

な
ど
の
イ
ワ
ク
ラ
、
そ
し
て
め
え
め
え
牧

場
の
羊
な
ど
、
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
神
野

山
の
持
っ
て
い
る
資
源
や
可
能
性
を
最
大

限
引
き
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
３

点
目
に
人
的
資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す

こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
等
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
否
定
し
な
い
が
、
村
に
は
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。
神
野
山

観
光
協
会
、村
観
光
協
会
、オ
サ
カ
産
業
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
団
体
や
退
職
者
な
ど

も
含
め
て
知
恵
を
借
り
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
４
点
目
に
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
の
常
駐
体
制
が
必
要
で
あ
る
考

え
る
。
現
地
で
常
駐
体
制
を
と
っ
て
い
た

だ
く
体
制
強
化
な
ど
を
要
望
す
る
。
以
上

４
点
を
申
し
上
げ
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
野
村
信
介　
議
員

　
議
員
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
具
体
的
な

計
画
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
な
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
お
り
、
こ
れ
は
社
会
的
な
地
域
の
問
題

を
と
ら
え
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
会
社

の
一
番
の
方
針
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
小

さ
な
山
添
村
に
お
け
る
社
会
的
問
題
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
聞
い
て
も
、
ま

だ
把
握
が
こ
れ
か
ら
だ
と
言
わ
れ
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
は
外
国
で

盛
ん
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

て
い
る
。
山
添
村
の
よ
う
な
小
さ
な
山
村

の
観
光
施
設
に
介
入
す
る
事
業
も
今
回
が

初
め
て
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
添

村
で
何
を
し
た
い
の
か
ま
だ
確
固
た
る
も

の
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
不

安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
会
社
の
若
く
て
柔
軟
な
姿
勢
を
評
価
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ど
う
し
て
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
ろ
う
と
し
た
の
か
と
い

う
質
問
に
対
し
、
山
添
村
の
観
光
に
か
け

る
熱
心
さ
を
理
由
の
一
つ
に
さ
れ
た
。
地

域
振
興
課
の
努
力
の
賜
物
だ
と
思
う
。
関

連
施
設
、
団
体
、
地
域
の
住
民
と
連
携
を

と
っ
て
、
地
域
と
一
緒
に
強
み
や
挑
戦
を

促
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
を
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
住

民
、
地
域
の
意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
ま
で
映
山
紅
や
神
野

山
の
観
光
に
強
い
思
い
を
持
っ
て
き
た
地

域
の
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。
自
分

の
生
活
を
顧
み
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で

き
た
方
々
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
進
め
て
い

た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
を
応
援
し
た
い
と
考
え
、
賛
成

す
る
。

▼
天
理
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

一
部
変
更
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
「
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
」の
一
部

改
正
に
伴
い
、「
第
３
次
大
和
ま
ほ
ろ
ば
広

域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
２

版
）」の
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
本
村
と
天
理
市
と
で
締
結
し

て
い
る
協
定
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
と
答
弁
の
要
旨

　
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
植
田
誠
輝　
議
員

▼
奈
良
交
通
東
山
線
の
バ
ス
運
行
補
助
事

業
の
継
続
と
奈
良
方
面
村
民
送
迎
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て

１
．
本
年
度
末
を
も
っ
て
、
奈
良
交
通
東

山
線
の
バ
ス
運
行
補
助
事
業
が
終
了
す

る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
学
生
を
は
じ

め
多
く
の
村
民
が
利
用
し
て
お
り
、
特

に
奈
良
方
面
に
通
学
す
る
学
生
は
奈
良

交
通
の
始
発
バ
ス
を
利
用
し
な
い
と
始

業
時
刻
に
間
に
合
わ
な
い
状
況
に
あ

り
、
当
該
事
業
の
継
続
を
強
く
望
む
。
実

証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の

予
算
編
成
の
詰
め
の
時
期
で
あ
る
と
思

慮
す
る
が
具
体
的
か
つ
明
確
な
答
弁
を

望
む
。

２
．
奈
良
方
面
村
民
送
迎
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
、
県
道
月
瀬
〜
三
ヶ
谷
線
の
大

塩
〜
箕
輪
間
の
改
良
工
事
が
ほ
ぼ
完
了

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
塩
か
ら
北
野

へ
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
、
大
塩
〜

箕
輪
〜
堂
前
〜
助
命
〜
伏
拝
の
ル
ー
ト

に
変
更
す
れ
ば
多
く
の
村
民
の
利
便
性

が
図
れ
、
利
用
者
も
増
え
る
と
考
え
る

が
村
長
の
見
解
を
問
う
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
奈
良
交
通
東
山
線
の
バ
ス
運
行
補
助
事

業
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
奈
良
方

面
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
と
あ
わ

せ
実
証
実
験
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
令
和

５
年
度
以
前
か
ら
奈
良
交
通
東
山
線
は
北

野
か
ら
奈
良
方
面
へ
運
行
さ
れ
て
い
た

が
、
奈
良
方
面
へ
の
学
生
の
通
学
に
つ
い

て
は
利
用
者
が
少
な
く
、
多
く
は
保
護
者

が
送
迎
し
て
い
る
現
状
が
あ
っ
た
。
そ
の

要
因
と
し
て「
バ
ス
運
賃
が
高
い
」「
時
間

が
か
か
る
」と
の
声
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
要
因
が
本
当
に
バ
ス
利
用
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
た
め
、
山
添

村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
構
想
に
あ
わ

せ
、
山
添
村
役
場
発
着
で
奈
良
方
面
へ
の

低
料
金（
１
回
利
用
２
０
０
円
）で
の
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
実
証
実
験
を
開

始
し
た
。
ま
た
、実
証
実
験
の
開
始
に
あ

ち
ょ
く
が
ん
じ
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た
り
、奈
良
交
通
か
ら
、実
証
実
験
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
、
奈
良
交
通
の
東
山
線
に
も

１
回
２
０
０
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
運
賃

補
助
を
す
れ
ば
、
利
用
可
能
対
象
の
バ
ス

の
本
数
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
だ
け
よ
り

増
え
る
の
で
、
多
く
の
検
証
結
果
を
得
ら

れ
る
の
で
は
と
の
提
案
も
あ
り
、
奈
良
交

通
東
山
線
の
運
行
補
助
を
開
始
し
た
。
こ

の
間
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
は
、

実
証
実
験
前
の
バ
ス
利
用
の
状
況
よ
り
格

段
に
増
加
し
て
お
り
、
低
料
金
で
あ
れ
ば

バ
ス
利
用
は
増
加
す
る
と
の
検
証
結
果
が

得
ら
れ
た
。
ま
た
、
路
線
を
大
西
の
役
場

ま
で
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
大
西
か
ら
奈

良
方
面
へ
の
バ
ス
利
用
も
増
加
し
て
お

り
、
大
西
周
辺
か
ら
の
奈
良
方
面
へ
の
バ

ス
利
用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
村
と
し

て
は
、
令
和
８
年
度
以
降
も
奈
良
方
面
へ

の
低
料
金
で
の
バ
ス
の
運
行
を
決
断
し

た
。奈
良
方
面
の
本
格
運
行
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
奈
良
交
通
に
路
線
を
大
西
ま
で

延
長
し
運
行
で
き
な
い
か
と
お
願
い
し
て

い
た
が
、
延
長
に
係
る
村
の
経
費
負
担
が

予
想
を
上
回
る
高
額
と
な
る
こ
と
、
ま
た

最
近
の
バ
ス
業
界
の
運
転
手
不
足
も
あ
り

奈
良
交
通
の
路
線
延
長
は
断
念
し
た
。
そ

の
た
め
、令
和
８
年
度
か
ら
は
、奈
良
交
通

東
山
線
の
運
行
補
助
は
終
了
し
、
村
の
奈

良
方
面
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
、
実
証
実

験
か
ら
本
格
運
行
と
し
て
継
続
運
行
す
る

こ
と
と
し
た
。
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
は
、現
在
の
バ
ス
ダ
イ
ヤ
で
は
、「
朝
、学

校
に
間
に
合
わ
な
い
」「
帰
り
遅
く
な
っ
て

も
バ
ス
が
な
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
そ
の
声
に
対

応
す
べ
く
ダ
イ
ヤ
改
正
を
検
討
し
て
い

る
。
た
だ
、村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

平
日
の
通
勤
、通
学
、通
院
、買
い
物
対
策

と
し
て
お
り
、
土
日
の
運
行
ま
で
は
対
策

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後

は
、
名
張
方
面
、
伊
賀
方
面
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
土
日
運
行
ニ
ー
ズ
の
状
況
、

経
費
負
担
と
あ
わ
せ
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
令
和
８
年
度
の
奈
良
方
面
へ
の
バ

ス
に
つ
い
て
は
、大
幅
な
変
更
と
な
る
が
、

村
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
バ
ス
の

運
行
に
ご
協
力
お
願
い
す
る
。

　
次
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
変

更
に
つ
い
て
は
、
大
塩
か
ら
北
野
間
に
お

い
て
は
他
の
大
字
を
経
由
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
ご
提
案
の
と
お
り
迂
回
し
て
も

影
響
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
路

線
を
変
更
す
る
に
は
県
、運
輸
局
、交
通
事

業
者
、
村
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
山
添
村
の

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
承
認
を
受
け
、

そ
の
後
運
輸
局
へ
の
変
更
申
請
を
行
う
必

要
が
あ
り
、路
線
変
更
の
有
効
性
、運
行
時

間
延
長
に
伴
う
ダ
イ
ヤ
改
正
が
可
能
か
ど

う
か
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

▼
熊
対
策
に
つ
い
て

１
．
多
く
の
自
治
体
で
緩
衝
地
帯
の
整
備

に
取
り
組
み
、
被
害
の
軽
減
と
生
態
系

の
調
整
を
図
っ
て
い
る
。
柿
な
ど
放
任

果
樹
に
つ
い
て
は
鳥
獣
被
害
を
引
き
起
こ

す
要
因
と
い
わ
れ
る
。
放
任
果
樹
の
伐

採
な
ど
を
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
計
画

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
わ
が

村
の
ご
見
解
を
お
伺
い
し
た
い
。

２
．鳥
獣
保
護
管
理
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、

捕
獲
体
制
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
住
民
の
命
に
直
結
す
る
問
題

で
あ
る
以
上
、
机
上
の
計
画
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
現
場
で
の
実
効
性

を
確
保
す
る
の
か
、
わ
が
村
の
ご
見
解

を
お
伺
い
し
た
い
。

３
．
熊
の
苦
情
は
動
物
愛
護
だ
け
で
は
語

れ
な
い
複
雑
な
背
景
が
あ
る
。
苦
情
対

応
に
備
え
た
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
よ
く
あ
る
質
問
や
誤
解

に
対
す
る
説
明
を
整
理
し
た
資
料
を
事

前
に
作
成
し
職
員
が
迅
速
か
つ
冷
静
に

対
応
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
わ
が
村
の
ご
見
解
を

お
伺
い
し
た
い
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
柿
な
ど
の
放
任
果
樹
は
熊
を
引
き
寄
せ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
年
５
月
に
、
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
に
熊
が
撮
影
さ
れ
た
際
に
、
熊
対
策

と
し
て
誘
引
物
と
な
る
柿
や
野
菜
ゴ
ミ
な

ど
は
撤
去
に
努
め
る
旨
を
記
載
し
た
チ
ラ

シ
の
配
布
や
村
の
情
報
ア
プ
リ
で
注
意
喚

起
を
行
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
に
は
熊

や
動
物
を
お
び
き
寄
せ
る
基
と
な
る
も
の

の
除
去
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
。
な
お
、木
の
伐
採
の
事
業
化
で
あ

る
が
、
国
が
来
年
度
予
算
に
て
交
付
金
事

業
化
す
る
方
向
性
を
確
認
し
て
い
る
の

で
、
国
の
支
援
を
受
け
て
事
業
化
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
改
正
へ
の
対

応
及
び
熊
駆
除
に
関
す
る
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
関
連
す
る
内
容
と
な
る
の
で
、

併
せ
て
お
答
え
す
る
。ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、

奈
良
県
の
保
護
管
理
計
画
に
基
づ
き
こ
れ

ま
で
個
体
数
を
維
持
す
る
た
め
に
狩
猟
す

る
こ
と
を
禁
止
し
、
保
護
す
る
動
物
と
し

て
、
捕
獲
し
て
も
殺
処
分
せ
ず
人
間
に
慣

ら
す
学
習
を
さ
せ
て
か
ら
再
度
、
山
に
戻

す
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
年
度
の

全
国
的
な
出
没
数
や
人
身
被
害
の
増
加
か

ら
、
銃
を
使
用
し
て
現
場
で
直
ち
に
市
町

村
の
判
断
で
捕
獲
す
る「
緊
急
銃
猟
」制
度

が
今
年
９
月
に
法
改
正
に
て
整
備
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
県
も
存
在
し
な
い
と
さ

れ
て
き
た
本
村
等
で
の
個
体
確
認
な
ど
も

考
慮
さ
れ
、狩
猟
禁
止
は
維
持
し
な
が
ら
、

人
へ
の
被
害
や
農
林
業
被
害
防
止
の
た

め
、
集
落
内
や
農
地
な
ど
の
「
集
落
ゾ
ー

ン
」に
お
い
て
は
、一
定
条
件
を
満
た
す
場

合
は
殺
処
分
と
す
る
方
針
と
変
更
が
行
わ

れ
た
。
国
も
、
熊
総
合
対
策
と
し
て
緊
急

銃
猟
に
対
す
る
実
施
経
費
全
般
を
支
援
す

る
交
付
金
事
業
を
令
和
８
年
度
に
予
算
化

す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
村
は
そ

れ
を
活
用
し
て
次
年
度
の
熊
が
食
料
確
保

に
動
き
出
す
秋
ま
で
に
本
格
的
な
体
制
構

築
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ご
指

摘
の
通
り
、村
民
の
命
に
直
結
す
る
問
題
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で
あ
り
、
体
制
構
築
は
急
務
で
あ
る
と
の

認
識
か
ら
、
奈
良
県
猟
友
会
山
添
支
部
と

も
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
有
事
の
際
へ

の
協
力
依
頼
と
体
制
構
築
に
向
け
た
課
題

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
行
っ
て
い
る
。
ハ

ン
タ
ー
の
皆
様
か
ら
は
、
熊
と
い
う
危
険

鳥
獣
へ
の
発
砲
経
験
が
な
い
こ
と
や
、
駆

除
作
戦
が
未
確
立
で
あ
る
こ
と
、
所
持
し

て
い
る
銃
の
性
能
が
熊
に
対
応
で
き
る
の

か
不
確
実
な
ど
の
懸
念
が
出
さ
れ
、
対
策

を
実
施
す
る
側
の
安
全
に
も
万
全
を
期
し

た
体
制
構
築
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
観

点
を
総
合
的
に
網
羅
し
た
体
制
を
整
え
る

た
め
に
は
国
等
の
支
援
や
、
専
門
家
の
支

援
が
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、現
在
、国
や

県
か
ら
は
、
駆
除
作
戦
を
明
記
し
た
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
指
導
な
ど
が
な
い
。
近

隣
市
町
村
に
お
か
れ
て
も
現
在
、
暫
定
的

な
対
応
規
定
を
作
成
す
る
動
き
を
進
め
ら

れ
て
い
る
途
中
と
伺
っ
て
お
り
、
優
良
先

進
事
例
の
提
供
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

管
轄
の
天
理
警
察
署
や
、
猟
友
会
山
添
支

部
と
も
協
議
を
継
続
し
、
隣
接
市
町
村
と

歩
調
を
合
わ
せ
て
暫
定
で
は
あ
る
が
対
応

規
定
を
作
成
し
、
有
事
に
も
対
応
で
き
る

体
制
を
早
期
に
整
え
る
よ
う
進
め
て
ま
い

る
の
で
、
誘
引
物
と
な
る
放
任
果
樹
の
採

取
や
野
菜
ゴ
ミ
等
の
除
去
の
徹
底
な
ど
に

つ
い
て
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

▼
過
疎
化
が
進
む
中
で
の
高
齢
者
支
援
に

つ
い
て

１
．
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
各
課
に
ま
た

が
る
課
題
と
そ
の
対
策
を
民
生
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
サ
ロ
ン
活
動
関
係

者
、
こ
こ
さ
と
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
協
力
を
得
て
、
見
守
り
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
合
わ
せ
て
総
合
的
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

２
．
高
齢
者
の
通
院
、
買
い
物
支
援
に
つ

い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
と
も

に
、社
会
福
祉
協
議
会
の
有
償
運
送「
や

ま
ぞ
え
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

３
．
ご
み
出
し
に
困
っ
て
い
る
世
帯
や
個

人
の
把
握
、
集
積
場
の
位
置
変
更
や
増

設
、
助
け
合
い
組
織
の
結
成
な
ど
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
本
村
の
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
「
山

添
村
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
の
基
本
的
な
考
え
方
の

中
で「
介
護
保
険
事
業
の
推
進
」「
高
齢
者

福
祉
事
業
の
推
進
」
を
方
向
性
と
し
て
示

し
て
お
り
、
支
え
合
い
の
基
盤
づ
く
り
と

し
て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
」や「
生
活
支
援
体
制
の
整
備
」な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
介
護

保
険
・
地
域
支
援
事
業
の
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
お
り
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
協
議
体
を
設
置
し
、住

民
・
社
協
・
行
政
の
協
働
に
よ
る
支
え
あ

い
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
地
域
に
出
向
い

て
住
民
の
声
を
拾
え
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
も
含
め
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
全
般
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
お
り
、
医
療
・
福
祉
の

専
門
職
を
専
属
配
置
し
て
、
高
齢
者
を
地

域
で
支
え
る
体
制
の
中
核
的
機
関
と
し
て

活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
主
と
な
り
、
２
か
月
に
一

度
は「
地
域
ケ
ア
会
議
」を
開
催
し
、
医
療

機
関
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
事
業
所
・
行

政
な
ど
の
関
係
機
関
の
参
加
の
も
と
、
地

域
の
課
題
や
困
り
ご
と
な
ど
の
取
り
ま
と

め
と
対
応
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
次
に
、高
齢
者
の
通
院
、買
い
物
対
策
に

つ
い
て
は
、現
在
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、

奈
良
方
面
は
「
奈
良
市
立
病
院
」・「
ザ
・

ビ
ッ
グ
」、
伊
賀
方
面
で
は「
岡
波
総
合
病

院
」「
上
野
市
民
病
院
」「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
」

に
、
名
張
方
面
で
も「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
」

に
停
車
し
通
院
・
買
い
物
に
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
、
村
の
重
要
な
公
共

交
通
と
し
て
位
置
づ
け
、
村
か
ら
運
行
に

対
し
て
の
補
助
金
に
加
え
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
の
利
用
に
関
し
て
は
、
利
用
料
の

補
助
を
行
い
、
高
齢
者
の
通
院
・
買
い
物

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
高
齢

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
村
と
し
て
現
在

の
通
院・買
い
物
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
る
。

　
最
後
に
、ご
み
出
し
に
つ
い
て
、環
境
衛

生
課
が
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
会
議
を
通

じ
、「
ご
み
の
分
別
や
出
し
方
」を
村
民
の

皆
さ
ん
に
周
知
し
、
意
見
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
委
員
さ
ん
か
ら
は
高
齢
者
が

ご
み
出
し
に
困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
話
を

い
た
だ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
村
民
さ
ん

や
区
長
さ
ん
か
ら
も
「
高
齢
者
の
ご
み
出

し
」に
つ
い
て
の
相
談
は
な
い
。
次
に
、ご

み
集
積
場
の
位
置
変
更
や
増
設
に
つ
い

て
、
ご
み
収
集
車
が
大
型
車
両
の
た
め
集

落
内
へ
の
進
入
が
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た

事
情
は
あ
る
が
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
利
便

性
を
考
え
、
で
き
る
限
り
要
望
に
応
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
最
後
に
、
助

け
合
い
組
織
の
結
成
に
つ
い
て
は
、「
社
会

福
祉
協
議
会
」「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
こ
こ
さ
と
」「
奈
良
コ
ー
プ
」な
ど
、

関
係
各
所
と
連
携
し
て
、地
域
の
見
守
り
、

買
い
物
支
援
、
高
齢
者
の
ご
み
出
し
等
の

現
状
に
つ
い
て
把
握
し
、
支
援
の
必
要
性

に
つ
い
て
今
後
も
検
討
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
今
本
俊
二　
議
員

▼
米
寿
・
白
寿
等
の
長
寿
祝
い
訪
問
の
誕

生
月
で
の
実
施
に
つ
い
て

　
９
月
は
敬
老
月
と
し
て
、米
寿
、白
寿
並

び
に
高
齢
者
の
方
々
を
村
長
が
訪
問
さ
れ

る
こ
と
は
、
当
該
の
方
々
に
と
っ
て
は
大

変
な
喜
び
で
あ
る
と
思
う
。し
か
し
、88
歳
、

99
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
多
く
は
別
の
誕
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生
月
で
あ
る
と
思
う
。
誕
生
月
は
個
人
そ

れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
は
特
別
な
日
で
あ
る
と

考
え
る
。誕
生
日
当
日
と
は
い
か
な
い
が
、

そ
の
月
中
で
の
訪
問
な
り
長
寿
の
お
祝
い

を
で
き
な
い
も
の
か
。

▼
村
内
県
道
の
軽
微
な
修
復
・
維
持
管
理

工
事
の
地
元
施
工
の
実
施
に
つ
い
て

　
本
村
に
お
い
て
は
村
道
、農
道
、里
道
、

水
路
等
に
お
い
て
、
地
元
施
工（
業
者
含
）

に
よ
る
補
助
制
度
が
あ
る
。
県
管
理
道
路

に
お
い
て
も
軽
微
な
道
路
補
修
、
維
持
管

理
工
事
に
つ
い
て
、
現
状
の
全
て
県
任
せ

か
ら
大
字
若
し
く
は
山
添
村
の
裁
量
に
よ

る
村
内
業
者
等
へ
の
依
頼
、施
工
、県
か
ら

の
費
用
負
担
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
で
き
な

い
も
の
か
。
工
事
の
発
注
か
ら
竣
工
ま
で

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
工
期
の
短
縮
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
村
か
ら
県
関
係
機

関
へ
提
言
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
米
寿
・
白
寿
等
の
長
寿
祝
い
訪
問
の
誕

生
月
で
の
実
施
に
つ
い
て
、
毎
年
９
月
の

老
人
の
日
・
老
人
週
間
に
合
わ
せ
て
「
米

寿
」、「
百
歳
」、「
男
女
最
高
齢
者
」の
お
祝

い
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
方

は
、「
米
寿
」が
当
該
年
度
の
12
月
末
現
在

に
お
い
て
88
歳
で
あ
る
方
、「
百
歳
」が
当

該
年
度
の
３
月
末
現
在
に
お
い
て
百
歳
で

あ
る
方
、「
男
女
最
高
齢
者
」が
９
月
１
日

現
在
に
お
い
て
存
命
の
方
を
対
象
と
し
て

い
る
。
米
寿
・
男
女
最
高
齢
者
は
村
の
事

業
で
あ
る
が
、百
歳
の
事
業
は
、国
・
県
の

事
業
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
ご
質
問

に
あ
る
よ
う
に
、
誕
生
日
は
そ
の
人
に

と
っ
て
特
別
な
日
で
あ
り
、
身
近
な
方
が

お
祝
い
を
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う
。
村
と

し
て
は
、国
・
県
が
実
施
し
て
い
る「
老
人

の
日
記
念
事
業
」
に
合
わ
せ
た
取
組
を
継

続
し
、
９
月
の
敬
老
事
業
と
し
て
対
象
と

な
る
方
へ
の
訪
問
、
記
念
品
等
の
贈
呈
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
る
。

　
次
に
、
県
道
の
件
に
つ
い
て
、
村
民
に

と
っ
て
通
勤
・
通
学
、生
活
、経
済
活
動
の

基
幹
的
重
要
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
ゆ
え
に

各
地
域
か
ら
の
要
望
も
多
く
、
毎
年
奈
良

土
木
事
務
所
へ
要
望
書
提
出
を
行
っ
て
い

る
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
要
望
箇
所
の
修

繕
や
改
修
が
完
了
し
て
い
な
い
箇
所
も
多

数
継
続
で
残
さ
れ
て
い
る
現
状
は
憂
慮
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
、
定
期
的
な
進
捗
確

認
な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、「
財
源
の
都
合

上
、
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら
順
次
取
組

む
」と
し
て
、多
く
の
箇
所
が
対
策
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ご
提
案
い
た
だ
い

て
い
る
自
治
会
な
ど
の
施
工
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
の
要
望
活
動
に
お
い
て
状
況

打
破
の
た
め
に
、管
轄
外
で
あ
る
が
、重
要

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
村
民
生
活
の
利
便
性
向

上
に
も
関
わ
る
の
で
、
村
が
汗
を
か
き
業

務
委
託
を
受
け
て
施
工
す
る
な
ど
が
で
き

な
い
か
と
の
提
案
を
行
っ
た
が
、
県
か
ら

は
「
基
本
的
に
は
市
町
村
や
地
元
自
治
会

に
お
願
い
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と

の
認
識
を
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、県

と
し
て
は
山
間
部
の
道
路
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
民
地
の
支
障
立
木
の
伐
採

業
務
を
市
町
村
に
業
務
委
託
す
る
事
業
を

令
和
８
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
向
で
進
め

ら
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
村
と
し
て

は
受
託
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。地
域
要
望
の
早
期
完
了
の
た
め
、

同
様
の
手
法
に
よ
る
「
地
域
施
工
対
象
範

囲
の
拡
充
」
を
今
後
も
要
望
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
三
宅
正
行　
議
員

▼
女
性
職
員
及
び
障
害
者
の
採
用
に
つ
い
て

　
職
員
の
男
女
割
合
に
つ
い
て
、
村
民
は

半
分
以
上
女
性
で
あ
り
、
か
つ
て
は
女
性

の
課
長
も
お
ら
れ
た
。
意
図
し
た
結
果
で

は
な
い
と
思
う
が
、
女
性
職
員
の
割
合
が

少
な
く
な
い
か
。

　
ま
た
、
障
害
を
持
つ
方
の
採
用
は
ど
う

か
。
令
和
８
年
度
か
ら
、
障
害
者
雇
用
率

３
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
厚
生
労
働
省
で
定

め
ら
れ
た
。
女
性
の
活
躍
、
障
害
者
の
雇

用
は
多
様
性
の
発
展
で
も
あ
る
。
村
長
の

お
考
え
は
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
女
性
職
員
の
割
合
に
つ
い
て
、
庁
内
の

正
職
員
54
名
、
そ
の
う
ち
女
性
職
員
は
12

名
で
、
比
率
は
22
％
と
な
っ
て
い
る
。
地

方
公
務
員
の
採
用
時
女
性
比
率
は
約
40
％

で
あ
り
、
そ
の
比
率
と
比
べ
る
と
少
な
い

傾
向
に
あ
る
。
採
用
時
は
、
そ
の
受
験
者

の
学
力
、経
験
、能
力
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、男
女
の
区
別
な
く
合
否
を
判
断
し

て
お
り
、
結
果
的
に
現
在
の
男
女
比
率
と

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
す

べ
て
の
職
員
が
子
育
て
、
介
護
等
の
事
情

に
よ
り
退
職
を
し
な
く
て
も
よ
い
、
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も

に
、
特
に
女
性
職
員
に
と
っ
て
魅
力
の
あ

る
職
場
に
す
る
こ
と
で
、
職
員
全
体
の
女

性
比
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
る
。

　
次
に
障
害
を
持
つ
方
の
採
用
に
つ
い

て
、
村
で
は
退
職
者
の
補
充
を
最
優
先
に

し
て
お
り
、
最
近
の
社
会
情
勢
の
多
様
化

に
伴
う
業
務
増
大
に
対
応
す
べ
く
職
員
採

用
を
進
め
て
い
る
。
現
在
も
来
年
４
月
採

用
職
員
の
採
用
試
験
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
障
害
を
持
つ
方
の
採
用

試
験
に
つ
い
て
は
、国
、県
の
方
針
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、
他
の
市
町
村
の
状
況
も

踏
ま
え
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
う
。

な
お
、現
在
山
添
村
役
場
に
お
い
て
、国
の

基
準
の
障
害
を
持
つ
方
の
雇
用
者
数
に
つ

い
て
は
、
基
準
を
満
た
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
野
村
信
介　
議
員

▼
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

　
教
員
の
働
き
方
改
革
に
伴
い
、
中
学
生

の
部
活
動
が
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
移
行
し

つ
つ
あ
る
。
特
に
週
末
の
部
活
動
は
、
保

護
者
や
民
間
の
関
係
者
に
委
ね
ら
れ
る
計

画
だ
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
各
家

庭
の
時
間
や
金
銭
的
負
担
は
、
少
子
化
著

し
い
当
村
で
は
、
子
供
数
の
多
い
地
域
よ

り
も
高
く
な
る
と
危
惧
す
る
。
ま
た
、こ
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の
移
行
準
備
に
混
乱
を
生
じ
て
い
る
市
町

村
も
あ
る
と
聞
く
。
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導

者
の
確
保
も
懸
念
す
る
。
子
供
た
ち
に
よ

り
充
実
し
た
部
活
動
、
そ
し
て
保
護
者
に

負
担
が
増
え
な
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、

村
の
準
備
は
い
か
ほ
ど
か
。

▼
山
添
分
校
に
つ
い
て

　
村
長
と
教
育
長
は
、
山
添
分
校
の
令
和

８
年
度
の
入
学
試
験
を
実
施
し
な
い
と
決

め
た
が
、
関
係
者
へ
の
説
明
は
行
き
届
い

て
い
る
か
。
す
で
に
、
分
校
の
生
徒
と
保

護
者
会
に
丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ
う
要
望

し
た
が
、さ
ら
に
、生
徒
た
ち
の
出
身
地
の

教
育
委
員
会
な
ど
に
も
、
な
ぜ
入
学
試
験

を
実
施
し
な
い
の
か
、
丁
寧
な
説
明
を
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
村
長
・
教
育

長
の
お
考
え
は
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
池
住　
教
育
長

　
奈
良
県
の
部
活
動
地
域
移
行
は
、
教
員

の
働
き
方
改
革
と
子
ど
も
の
多
様
な
活
動

機
会
の
確
保
の
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら

は
休
日
に
お
け
る
教
員
に
よ
る
学
校
部
活

動
の
指
導
を
廃
止
す
る
方
針
で
あ
る
。
保

護
者
の
皆
様
か
ら
は
、
指
導
者
の
確
保
や

試
合
の
引
率
な
ど
、
金
銭
的
・
時
間
的
負

担
が
増
え
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
る
こ
と

は
十
分
に
承
知
し
て
い
る
。
部
活
動
へ
の

参
加
は
生
徒
の
自
主
的
・
自
発
的
な
意
思

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
全
員
が
必
ず
加

入
す
る
も
の
で
は
な
く
、
山
添
中
学
校
で

も
、
全
生
徒
が
加
入
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
部
活
動
地
域
移
行
に
よ
り
、
現

在
は
参
加
し
て
い
な
い
生
徒
を
含
め
、全

員
が
よ
り
公
平
な
機
会
を
得
ら
れ
る
か
と

い
っ
た
視
点
の
も
と
、
特
定
の
種
目
に
配

慮
す
る
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
身
の
興
味

や
生
活
環
境
に
合
わ
せ
て
、
活
動
す
る
か

し
な
い
か
、
ど
の
活
動
を
選
ぶ
か
を
自
由

に
選
択
で
き
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
ス
タ

イ
ル
に
な
る
。
部
活
動
が
、
地
域
ク
ラ
ブ

の
活
動
へ
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
学

校
教
育
の
一
環
で
あ
っ
た
活
動
が
社
会
体

育
活
動
の
位
置
づ
け
と
な
る
。
社
会
体
育

組
織
で
あ
る
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
既
存
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
は
、
既
に
一
般
の
方
々

や
中
学
生
小
学
生
も
参
加
し
、
活
動
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
ク
ラ
ブ
を
始
め
と
し
て
、
全
体
的
支

援
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
児
童
生
徒

の
み
な
ら
ず
、
村
民
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
質
の
向
上
や
、
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
ご
指

摘
の
金
銭
的
な
負
担
に
つ
い
て
は
、
各
ク

ラ
ブ
の
活
動
の
実
状
に
合
わ
せ
た
参
加
費

を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
も
苦
労
さ
れ
て

い
る
と
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
特
に
休
日

の
指
導
に
皆
様
方
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ

り
、よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

　
次
に
山
添
分
校
に
つ
い
て
、
村
教
育
委

員
会
で
既
に
令
和
８
年
度
以
降
の
入
学
生

の
募
集
を
ゼ
ロ
と
定
め
た
の
で
、
本
年
の

奈
良
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
実
施
要

項
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ

の
旨
、文
書
に
て
奈
良
県
教
育
委
員
会
、伊

賀
市
名
張
市
の
各
教
育
委
員
会
及
び
、奈

良
県
内
公
立
私
立
を
問
わ
ず
全
て
の
中
学

校
高
等
学
校
等
に
対
し
て
各
市
町
村
教
育

委
員
会
等
を
通
じ
て
周
知
を
お
願
い
し

た
。
た
だ
し
伊
賀
市
名
張
市
の
両
教
育
委

員
会
に
対
し
て
は
、
県
外
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
平
素
か
ら
特
に
分
校
に
関
わ
っ
て

連
携
を
密
に
し
て
い
る
。
ま
た
、生
徒
、保

護
者
、
出
身
の
教
育
委
員
会
に
対
し
て
説

明
に
う
か
が
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、学
校
長
と
十
分
、意
思
疎
通
を
図
り
た

い
と
思
う
。
な
お
、
募
集
の
停
止
に
つ
い

て
、保
護
者
、各
中
学
校
及
び
各
教
育
委
員

会
等
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
の

報
告
は
私
の
耳
に
届
い
て
い
な
い
。

【
質　
問
】　　
　
　
大
屋
戸
伸
之　
議
員

▼
公
共
施
設
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

　
従
来
の
蛍
光
管
は
２
０
２
７
年
で
製
造

停
止
と
な
る
が
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
ど
の
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
か
。リ
ー
ス
を
活
用
し
、

一
括
で
全
公
共
施
設
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
て
は
ど
う
か
。
初
期
投
資
費
用
が
か
か

ら
ず
、
契
約
期
間
中
は
メ
ー
カ
ー
保
障
が

受
け
ら
れ
修
繕
費
も
不
要
。
リ
ー
ス
期
間

終
了
後
は
照
明
が
無
償
で
譲
渡
さ
れ
る
契

約
も
あ
る
。
既
存
の
照
明
器
具
を
使
用
し

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
交
換
で
き
る「
管
交
換
方
式
」で

あ
れ
ば
、費
用
も
抑
え
ら
れ
る
。
特
に
、災

害
発
生
時
の
指
定
避
難
場
所
に
な
っ
て
い

る
公
民
館
や
分
館
は
、
非
常
照
明
の
つ
い

た
機
器
に
す
る
こ
と
で
夜
間
も
安
心
で
き

る
が
、村
の
方
針
を
お
尋
ね
す
る
。

▼
道
路
の
維
持
管
理
作
業
員
の
増
員
に
つ

い
て
　
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
一
般
の
方

で
は
道
路
に
の
し
か
か
っ
て
き
て
い
る
高

所
の
竹
や
樹
木
等
の
撤
去
・
除
去
ま
で
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
現
在
の
村
の
作
業
員

の
人
数
や
装
備
で
は
到
底
対
応
が
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。
の
し
か
か
る
露
木
に

よ
っ
て
、
道
路
が
狭
く
な
り
事
故
を
誘
発

す
る
危
険
性
が
高
く
な
る
。
道
路
は
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
作
業
員
の
増
員
を

含
め
今
後
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
か
、ご
見
解
を
お
尋
ね
す
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
、
多

く
の
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
中
、

個
別
に
施
設
が
必
要
か
ど
う
か
の
調
査
、

見
直
し
を
今
後
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
そ
の
調
査
結
果
で
、
今
後
も
維
持
継

続
と
判
断
し
た
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

予
算
を
計
上
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
ま
い

る
。リ
ー
ス
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、

買
い
取
り
で
の
設
置
及
び
維
持
経
費
と
比

較
検
討
し
判
断
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
村

の
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
東
山
公
民

館
な
ど
の
主
要
施
設
か
ら
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
、
各
大
字
の
１
次
避
難
所
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、「
公
民
館
分
館
等
整
備

補
助
金
」
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

　
次
に
、道
路
作
業
員
に
つ
い
て
、村
道
の

維
持
管
理
の
専
属
作
業
員
と
し
て
４
名
の

会
計
年
度
任
用
職
員
を
雇
用
し
、
地
域
住

民
主
体
の
取
組
で
あ
る「
道
つ
く
り
」と
し
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て
草
刈
り
な
ど
作
業
い
た
だ
い
て
い
る
区

間
以
外
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
し
か
し
、

本
村
の
少
子
高
齢
化
や
若
者
が
村
を
離
れ

る
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
の
進
行
が
顕
著

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
道
路
維
持
管
理
に

対
し
「
も
っ
と
村
に
お
願
い
し
た
い
」

「
も
っ
と
関
与
を
強
め
て
も
ら
い
た
い
」と

の
多
く
の
声
が
届
け
ら
れ
て
い
る
現
状
に

つ
い
て
憂
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ご

指
摘
の
作
業
員
増
員
に
つ
い
て
、
現
在
雇

用
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
比
較
的
高
齢
で
あ

り
、
維
持
管
理
を
重
点
的
に
実
施
す
る
夏

場
の
猛
暑
で
の
人
力
に
よ
る
草
刈
り
・
側

溝
清
掃
作
業
は
命
の
危
険
と
も
隣
り
合
わ

せ
と
な
る
過
酷
な
も
の
と
な
る
な
ど
、
厳

し
い
作
業
環
境
は
人
材
確
保
も
難
し
く
、

人
力
作
業
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
る
作

業
力
の
強
化
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

道
路
沿
線
の
立
木
の
露
木
払
い
や
伐
採
な

ど
も
含
め
、
多
く
の
声
に
お
応
え
す
る
た

め
に
は
、
作
業
効
率
の
高
い
重
機
作
業
が

可
能
な
地
元
建
設
業
者
様
に
ご
協
力
を
お

願
い
で
き
な
い
か
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

ま
た
、
道
路
際
の
草
は
作
業
後
に
防
草

シ
ー
ト
を
設
置
し
て
繁
茂
を
抑
制
す
る
こ

と
で
、
将
来
的
な
作
業
労
力
と
経
費
軽
減

策
も
同
時
に
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
現
在
雇
用
し
て
い
る
作
業

員
体
制
は
現
状
を
維
持
し
、
よ
り
村
民
の

細
や
か
な
要
望
に
小
回
り
良
く
対
応
す
る

た
め
に
お
力
添
え
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

補正予算の内容 （単位：千円）
〇令和７年度一般会計補正予算（第５号）

村民税過年度還付金、後期高齢者医療給付費負担金、
心身障害者医療費助成金、畜産・酪農収益力強化整備等
特別対策事業補助金等

補正前の額 計補正額

〇令和７年度一般会計補正予算（第７号）

物価高対応子育て応援手当等

補正前の額 計補正額

〇令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

システム改修委託料

補正前の額 計補正額

〇令和７年度介護保険特別会計補正予算（第２号）

システム改修委託料、施設介護サービス給付費、
第１号ケアマネジメント事業委託料等

補正前の額 計補正額

◯令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
【事業勘定】

システム改修委託料、国庫負担金等返還金等

補正前の額 計補正額

〇令和７年度簡易水道事業会計補正予算（第２号）
【収益的収入及び支出】

【資本的収入及び支出】

地方創生臨時交付金

地方創生臨時交付金を水道料金の財源とするための更正、
分筆登記業務委託料

補正前の額 計補正額

補正前の額 計補正額

議
会
の
あ
ゆ
み
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令和７年分 確定申告のお知らせ

２月１６日（月） ～ ３月１６日（月）　（土日・祝日は除く）
午前９時 ～ 午前１１時　・　午後１時 ～ 午後４時
申告相談会場　役場１階会議室（※相談時間は、ご予約時間から前後することがあります。）

・マイナンバーカードと本人確認書類
　マイナンバーカードの２つの暗証番号（署名用電子証明書：英数字6文字以上16文字以下、利用者証
明用電子証明書：数字4桁）
・税務署からのハガキ、封筒
・所得計算に必要な帳簿書類等および源泉徴収票
・国民年金保険料等支払証明書、生命（地震）保険料などの所得控除に必要な書類
・還付申告をされる方は通帳など口座番号がわかるもの等

　下記に該当する申告のある方は、山添村申告会場ではお受けできませんので桜井税務署が開催する確定申告
相談で申告をお願いします。（桜井税務署での相談受付については、15ページをご覧ください）

予約をせずにお越しいただいた場合は申告相談をお受けすることができませんのでご注意ください。

♦予約方法
○

○

インターネットの場合、下記ＵＲＬまたはＱＲコードから申請ページに進み、
内容に沿ってご入力ください。
　　▶予約受付時間　２月１日（日）～３月６日（金）
　　　２４時間（当日の予約はできません）※予約が埋まり次第終了します。
　　▶申込ＵＲＬ　https://logoform.jp/form/qBJB/1393456
電話の場合、希望日時・氏名・住所・電話番号・申告内容（昨年申告された方で収入の種類に変
更がある場合はその内容）をお聞かせください。
　　▶予約受付時間　平日の午前８時３０分～午後５時００分（土日・祝日は除く）
　　▶電話番号　85‐0043　　  ※先着順となりますので、ご希望に添えない場合はご了承ください。

▲QRコード

広報やまぞえ　2026.2 14

令和７年分　確定申告のお知らせ　　　　特集



▲QRコード

　山添村申告相談会場では期間中、確定申告等の相談が集中します。このうち、還付申告は期間終了後も年間
を通して申告することができますので、申告時の混雑緩和にご協力ください。
　なお、申告については桜井税務署での相談のほか、スマートフォンやパソコンを使用すれば、
ご自宅で確定申告書を作成し、そのまま提出することができます。
　　確定申告書等作成コーナーURL
　　https://www.keisan.nta.go.jp/kyoutu/ky/sm/top#bsctrl

　村民（県民）に対し、その所得に応じてかかる地方税です。確定申告をする必要のない方でも村・県民税の
申告をしてください。（税務会計課窓口で行っています）
　申告書が必要な場合は税務会計課までお申出ください。
　【ご注意ください】
・１６歳未満の扶養親族の扶養控除はありませんが、非課税限度額の算定に必要となります。
・前年中に収入（所得）がなかった人は収入がなかった旨をご記入の上、提出してください。申告がない
と税証明（所得証明、課税証明、非課税証明）が発行できません。また、国民健康保険、介護保険、後
期高齢者医療保険などの保険税（料）の算定や、他の行政サービスを受ける上でも必要な資料となりま
すので、必ずご提出ください。

問  税務会計課

確定申告会場は
「桜井市商工会館３階」です。

・会場の入場には「入場整理券」が必要です。オンラインの事前予約が便利です。
　（国税庁LINE公式アカウントの友だち追加から行います）
・当会場では原則スマートフォンによる作成となります。
・マイナンバーカード及びマイナンバーカードの２つの暗証番号（署名用電子証明書：英数字6文字以上
16文字以下、利用者証明用電子証明書：数字4桁）を持参してください。
・当会場では、納税はできません。納税につきましては、キャッシュレス納付をご利用ください。
・当会場では、作成済みの申告書等の受付はしておりませんので、郵送又は税務署の窓口へお願いしま
す。（提出用のみ。控用に収受日付印の押なつを行いません）
　　　郵送先　〒661-8524　兵庫県尼崎市若王寺3丁目11番46号
　　　大阪国税局業務センター阪神分室
・電話でのお問合せは、桜井税務署（☎０７４４－４２－３５０１）に電話していただいた後、自動音声
案内に従い「０」を選択してください。

所　在　地

開設期間

開設時間

桜井市大字川合260番地の2
（ＪＲ・近鉄桜井駅から徒歩５分）
２月16日（月）～３月16日（月）
※土・日・祝日は開設しておりません。
午前９時～午後５時（受付午前８時30分～午後４時）
※会場の状況に応じて早めに終了することがあります。

サンディ

納税協会

至 名古屋

至 

奈
良

至 高田

桜井市役所

桜井税務署

桜井市商工会館

165

桜井駅

QRコード▶
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特集　　　　令和７年分　確定申告のお知らせ



　
令
和
８
年
度

　
『
山
添
村
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』の

　
利
用
申
請
の
ご
案
内

　
「
山
添
村
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
期
限

　
令
和
８
年
２
月
９
日（
月
）

　
午
後
５
時
ま
で

▼
必
要
書
類

①
利
用
申
請
書

　
（
児
童
館
ま
た
は
住
民
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。）

②
保
護
者
の
就
労
証
明
書
な
ど
、
家
庭

で
の
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の
。
勤
務
先
な
ど
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
概
要
〉

▼
場
所　
村
立
児
童
館
・
老
人
憩
の
家

　
　
　
　
☎
０
７
４
３

・

85

・

０
５
７
９

▼
定
員　
55
人

　
（
定
員
を
超
え
る
利
用
申
請
が
あ
る
と

き
は
、
待
機
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

問　
住
民
福
祉
課

子
育
て
・
教
育

（夏、冬、春休み期間）

総務課 85-0041
行政相談、人権相談、情報公開、
消費生活相談、議会、選挙、広報、
統計、消防、防災、防犯、
交通安全などに関すること

環境衛生課 85-0047
簡易水道、下水道、公害、
環境美化、蓄犬、
エネルギーなどに関すること

地域振興課 85-0048
商工業、観光、移住定住、
地域づくり、
ふるさと納税などに関すること

農林建設課 85-0046
農業委員会、農地・農業相談、
農林水産、地籍調査、道路、河川、
災害復旧などに関すること

教育委員会事務局 85-0049
学校教育、社会教育、社会体育、
生涯学習、文化財、
公民館などに関すること

総合政策課 85-0040
総合計画、地方創生、定住自立圏構想、
業務改革及びデジタル化推進、
企業版ふるさと納税、重要施策の総合調整、
村長の特命事項などに関すること

税務会計課 85-0043
出納、会計、村税、介護保険料、
国民健康保険税、
後期高齢者医療保険料、
介護保険料などに関すること

住民福祉課 85-0045
戸籍、印鑑登録、住民票、諸証明、
国民年金、児童手当、
国民健康保険、後期高齢者医療、
福祉医療、介護保険、社会福祉、
保健、予防などに関すること

85-0253 浄化槽維持管理、し尿汲取り山辺衛生センター  
山辺環境衛生組合
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今月の情報



　
パ
ッ
カ
ー
車
の
火
災
事
案
が

　
発
生
し
ま
し
た

　
12
月
の
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
時
に
お

い
て
、
パ
ッ
カ
ー
車
か
ら
出
火
す
る
事
案

が
発
生
し
ま
し
た
。原
因
は
、燃
料
が
残
っ

た
状
態
で
排
出
さ
れ
た
ラ
イ
タ
ー
で
、

パ
ッ
カ
ー
車
で
ご
み
を
圧
縮
し
た
際
に
、

発
火
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ラ
イ
タ
ー

は
燃
料
を
使
い
切
っ
て
か
ら
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
ご
み
に
つ
い
て
も
、
今
一
度

ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
確
認
い
た

だ
き
排
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　
環
境
衛
生
課

※

ラ
イ
タ
ー
に
燃
料
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

点
火
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
た
状
態
で
輪
ゴ

ム
等
で
固
定
し
ガ
ス
抜
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ガ
ス
抜
き
作
業
を
行
う
際
は
、

火
気
が
な
い
か
確
認
の
う
え
換
気
の
で
き

る
風
通
し
の
良
い
場
所
で
行
っ
て
い
た
だ

き
、
排
出
前
に
点
火
し
な
い
か
ど
う
か
確

認
し
た
う
え
で
排
出
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。 環

境
・
エ
コ

　
公
務
員
を
め
ざ
す
方
む
け

　
説
明
会
を
開
催

〜
南
部
東
部
19
市
町
村
・
県
職
員
〜

▼
日
時　
２
月
28
日
（
土
）

　
午
後
０
時
30
分
〜
５
時
30
分

　
（
午
後
０
時
〜
受
付
）

▼
場
所　
奈
良
商
工
会
議
所
（
奈
良
市
）

　
県
南
部
・
東
部
の
19
市
町
村
と
県
が
出

展
す
る
合
同
業
務
説
明
会
を
開
催
。
採
用

担
当
者
や
若
手
職
員
か
ら
地
域
の
魅
力
、

仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
を
直
接
聞
け
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
会
場
で
は
就
活
に
役
立

つ
応
援
講
座
も
開
催
。

　
詳
細
や
申
込
は
左
記
Ｈ
Ｐ
か
ら
。

▼
締
切　
２
月
27
日
（
金
）

（
申
込
多
数
の
場
合
は
早
期
に
締
め
切
り
ま
す
）

問　
県
美
し
い
南
部
東
部
振
興
課

　
　
　
　
☎
０
７
４
４
・
48
・
３
０
１
５

　
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

◆
自
衛
官
候
補
生
◆

▼
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　
随
時

▼
試
験
日　
受
付
時
に
通
知

◆
そ
の
他
募
集
種
目
◆

募
集
・
相
談

そ
の
他

　
・
一
般
曹
候
補
生

　
・
航
空
学
生

　
・
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
・
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　
・
防
衛
大
学
校
学
生

◆
自
衛
隊
説
明
会
の
お
知
ら
せ
◆

▼
日
時

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
自
由
参
加

▼
場
所　
自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

　
　
　
　
（
天
理
駅
徒
歩
１
分
）

▼
説
明
内
容
　
就
職
、進
学
、福
利
厚
生
、

そ
の
他
質
問
事
項
等
ご
説
明
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

　
　
　
　
☎
０
７
４
３
・
63
・
２
５
４
０

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

　
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
Ｓ
．Ｉ
．Ｃ（
代
表

取
締
役
：
尻
無
濵
啓
造
様
）
か
ら
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
山
添
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
活
動
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ッ

ド
ス
タ
ー
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、村
の

主
要
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
総
合
政
策
課

パッカー車消火の模様
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税
・
保
険

広　
告

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

環
境
・
エ
コ

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

そ
の
他

information 　…日時・期間 /  　…場所 /  　…内容 /  　…その他 /  　…申込み /  　…問い合わせ



　有料広告掲載欄に広告を掲載する広告
主を、毎号募集しています。店や会社の
ＰＲ、催しごとの案内などにお気軽に
ご活用ください。

　　　　　　　　問　総務課

広報やまぞえに広告を掲載しませんか

　
自
動
車
の
移
転
登
録
の
案
内

　
毎
年
３
月
末
は
、
決
算
期
や
自
動
車
税

の
賦
課
期
日
の
終
期
等
に
よ
る
影
響
を
受

け
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録
の
各
種
申
請

が
窓
口
に
集
中
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
申
請
者
の
皆
さ
ま
方
に

は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
な
ど
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
、

自
動
車
の
移
転
登
録
（
名
義
変
更
）
や
抹

消
登
録
（
廃
車
）
等
の
各
種
手
続
き
及
び

検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
登
録
及
び
検
査
関
係
の
案
内
に
つ
き
ま

し
て
は
、
自
動
車
検
査
登
録
総
合
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
て
必
要
書
類
等
の
ご
案
内
を

し
て
い
る
ほ
か
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
「
☎
０

５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
３
」
で
も
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。（
自
動
音
声
案
内
は

24
時
間
ご
利
用
可
能
）

問　
近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

　
　
☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
３

　
奈
良
い
の
ち
の
電
話

　
相
談
員
養
成
講
座

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
っ
た
人
や
、
生

き
る
気
力
や
望
み
を
失
っ
た
人
た
ち
を
支

援
す
る
た
め
の
電
話
相
談
員
の
養
成
講
座

令和８年の区長さんをご紹介します 今年一年よろしくお願い申し上げます。

切　幡
伏　拝
助　命
箕　輪
大　塩
堂　前

川畑　敏明
窪田　和也
茶谷　　修
川田　英昭
柳生　元啓
北浦　隆雄

広　瀬
鵜　山
片　平
葛　尾
三ケ谷
勝　原
岩　屋
毛　原

中森　一雅
今西　純子
福山　由記夫
寺島　善一郎
中岡　　寛
辻　闘志男
北村　康弘
大久保　倍宏

菅　生
上　津
下　津
遅　瀬
中峰山
広　代
中之庄
吉　田

岡　　雅己
窪田　久雄
井久保　経
若山　哲也
池ノ内　宏達
吉住　公雄
砂本　妙顕
今谷　都世志

室　津
松　尾
的　野
峰　寺
桐　山
北　野
春　日
大　西

吉谷　淳至
中尾　元度
今窪　　久
丸尾　勝義
中峯　喜浩
大住　正師
坂本　晃利
吉田　康文

を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
講
期
間
（
予
定
）

令
和
８
年
４
月
25
日
〜
令
和
９
年
９
月
27
日

①
養
成
講
座

（
前
期
）
４
月
25
日
〜
８
月
１
日

（
後
期
）
８
月
22
日
〜
11
月
21
日

　
原
則
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

②
イ
ン
タ
ー
ン
研
修

　
令
和
８
年
12
月
〜
令
和
９
年
９
月

毎
月
概
ね
２
回
の
電
話
相
談
実
習
（
全

期
で
深
夜
帯
１
回
を
含
む
）
お
よ
び
研

修
会
な
ど
先
輩
相
談
員
が
電
話
実
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
場
所

　
社
会
福
祉
法
人

　
奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会
３
階

　
（
奈
良
市
西
大
寺
本
町
８

－

27
）

▼
募
集
定
員　
50
名

▼
受
講
料　
養
成
講
座（
前
期
）（
後
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 
各
２
５
，０
０
０
円

　
宿
泊
研
修
参
加 

別
途
１
０
，０
０
０
円

　
イ
ン
タ
ー
ン
研
修　

 

１
０
，０
０
０
円

（
令
和
８
年
12
月
〜
令
和
９
年
９
月
の
期
間
）

▼
受
講
資
格　
21
歳
以
上
73
歳
未
満
で
、

当
協
会
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
奉

仕
す
る
志
を
持
つ
方

問　
社
会
福
祉
法
人

　
　
奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会

　
　
　
　
☎
０
７
４
２
・
35
・
０
５
０
０
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診療所だより
― 山添村の皆さまへ ―

　こんにちは！　今回のテーマは「がん予防」。誰にとっても他人事ではない、大切な話です。
　これから数回にわたり、毎日の生活の中でできる「がん予防」について、わかりやすくお伝えしてい
きます。第 1回目の今回は、「食事とがん予防」がテーマです。

がん予防は、特別なことをする必要はありません。毎日の「ちょっとした選択」
の積み重ねが、大きな違いを生み出します。次回も生活の中でできるがん予防
のヒントをお届けします！

東山・豊原診療所　担当医師：吉川 健治

　野菜・果物・全粒穀物・豆類といった植物性食品には、食物繊維やビタミン、ミネラル、抗酸化物質が豊
富に含まれています。特に大腸がんや乳がんのリスクを下げることが研究で示されています。
　最近では、「腸内細菌」と「食物繊維」の関係にも注目が集まっており、未加工の野菜や果物を
多く摂ることで腸内環境が整い、がんの予防につながるという報告も増えています。
※ここでの「未加工」とは、工場などで加工された食品ではないという意味であり、ご家庭で
調理されたもの（煮る・茹でる・炒める）などを意味するものではありません。野菜は野
菜ジュースなどではなく、丸ごとの野菜や果物を毎日の食事に取り入れましょう。

　ハム、ソーセージ、ベーコンなどの加工肉は、国際的にも「発がん性がある」と指摘されています。
　とはいえ、少量をたまに食べるくらいなら問題はありません。大切なのは、「習慣」にしないこと。特に
子どもの頃から頻繁に食べると、大人になってからの健康に影響する可能性があるとされています。

　アルコールは乳がん、口腔がん、肝臓がんなどとの関連が明らかになっています。
　日本酒なら1日1合（約180ml）、ビールなら中瓶1本（500ml）を目安に、できるだけ控えめを心が
けましょう。無理にゼロにする必要はありませんが、少し見直すだけでも健康への影響は大きいです。

　ケーキやジュースなど、簡単に多くのカロリーを短時間に摂れてしまう食品は、過体重や肥満の原因に
なり、それががんのリスクになります。

　例えば、300kcal のケーキは一瞬で食べられますが、同じカロリーをリンゴで摂ろう
とすると約 3個分。たいていの人は 3個も食べられませんよね？
　こうした「高カロリーの加工食品」は自然な食品とは言いがたく、控えることが大切で
す。体重を適正に保つことが、がんをはじめとした生活習慣病の予防につながります。

　がんは遺伝だけが原因ではなく、生活習慣が大きく関係することがわかってきています。中でも「食事」
は、がんのリスクを高めたり、逆に予防したりする重要な要素です。
　アメリカがん協会が2020年に発表した「がん予防のための食事と身体活動に関するガイドライン」で
も、食生活の改善が強く推奨されています。以下に、その内容をかみ砕いてご紹介します。
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・
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告
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・
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育
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環
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・
エ
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募
集
・
相
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イ
ベ
ン
ト
・
催
し

そ
の
他

information 　…日時・期間 /  　…場所 /  　…内容 /  　…その他 /  　…申込み /  　…問い合わせ



※建国記念の日

※天皇誕生日

村
内 イベントカレンダｰ

村主催の催しなどを１カ月分のカレンダーにまとめました。
皆さんの予定なども書きこんでいただき、自分だけのカレンダーとしてご活用ください。

1/26

2

9

16

23

3/2

1

8

15

22

3/1

3/8

1/31

7

14

21

28

3/7

1/30

6

13

20

27

3/6

1/29

5

12

19

26

3/5

1/28

4

11

18

25

3/4

1/27

3

10

17

24

3/3

㊫かぎ針編み教室
　（東山公）

㊫ペットボトル
　キャップで
　オリジナル
　キーホルダーを
　作りましょう
　（東山公）

㊫毛筆に親しもう
　（東山公）

㊫毛筆に親しもう
　（東山公）

㊫簡単ヘルシー
　クッキング
　チョコバナナケーキ
　（豊原公）

㊫和太鼓教室
　（東山公）

固定資産税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
納期限

村・県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
納期限

リサイクル物品
回収日①

リサイクル物品
回収日②

㊫健康のための
　運動
　（波多野公）

カ
レ
ン
ダ
ー
の
見
方

緑色の欄は役場が休みの日です。
㊫は公民館事業の「生涯学習教室」を表しています。※名称が長い教室名は略称を使用。
「リサイクル物品回収日」の「①」「②」はグループが分かれていることを表しています。
環境衛生課発行の「家庭ごみの分け方・出し方」のポスターでご確認ください。

◇
◇
◇

㊫絵画教室 
　（波多野公）

てんくるひろば
「作ってあそぼう
 テーマにそった
 お遊び会」

園開放
「こども園きらりで
遊ぼう」

人権相談・
　  行政相談
9:00～11:30

乳幼児健診
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③ ①

④ ②

　
毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日

　
人
権
相
談
・
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す

▼
日
程　
２
月
12
日
（
木
）

▼
時
間　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　
役
場　
会
議
室
１

－

４

問　
総
務
課

　
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
・

　
行
政
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

◎
人
権
相
談

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

問　
奈
良
地
方
法
務
局

◎
行
政
相
談

　
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０
・
０
９
０
・
１
１
０

問　
奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〔令和７年１２月末現在 ( ) は前月比〕

山添村に住所がある人の動きを
表しています。

　永年、山添村のためにご尽力い
ただき、ありがとうございました。
　心よりご冥福をお祈り申し上げ
ます。
※ご遺族より、許可を得た方のみ、
掲載しています。

[12 月届出 ]
平　田　智　江　  様
　　　　　（100歳　中峰山）
中　山　勝　功　  様
　　　　　  （81歳　春　日）
田　中　　　滋　  様
　　　　　  （89歳　菅　生）

山
添
俳
句
教
室
〔 

一
月
句
会
よ
り 

〕

山
本
ヒ
ロ
子 

選

び
た
き

や
ま
あ
い

さ

さ
が

ま
た
た

い
て

ま
ろ
ま
ろ
と
は
ず
み
に
は
ず
む
寒
雀

あ
お
に
よ
し
平
城
宮
祉
柳
散
る

年
賀
状
「
今
年
限
り
」
と
い
ふ
が
あ
り

紋
付
き
で
今
年
も
来
た
る
ひ
た
き
鶲
か
な

芋
頭
ま
中
に
ど
ん
と
雑
煮
椀

冴
ゆ
る
夜
の
星
語
る
か
に
瞬
け
る

お
降
り
に
白
き
の
混
じ
る
峡
の
宮

料
亭
の
赤
き
番
傘
雪
し
ぐ
れ

若
き
友
星
と
は
な
り
ぬ
年
の
暮

太
き
腕
し
な
や
か
に
打
つ
走
り
蕎
麦

増
田　

笑
子

椋
本　

房
江

尾
上　

正
典

坂
上　

優
子

田
畑　

茂
代

谷
村　

賢
二

馬
場　

菜
摘

西
岡
た
か
代

た
か
ん
な

川　

蝉

白　

梅

東　

直

楓　

月

秋　

桜

敏　

律

山
本
ヒ
ロ
子

峡
の
里
野
焼
き
煙
に
包
ま
る
る

退
院
に
嫁
編
み
呉
れ
し
毛
糸
帽

庭
先
に
突
如
舞
ひ
込
む
朴
落
葉

山
間
に
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
寒
灯

園
児
ら
の
吐
く
息
白
く
バ
ス
を
待
つ

国
原
に
天
使
の
梯
子
初
景
色

「
　
冬
　
芽
　
」

■
冷
た
い
寒
気
が
波
の
よ
う
に
大
陸
か
ら
押
し

寄
せ
て
来
る
寒
波
。
人
も
動
物
も
小
さ
い
木
の

芽
も
、
じ
っ
と
寒
さ
に
耐
え
て
春
の
来
る
の
を

待
っ
て
い
ま
す
。

  

木
々
冬
芽
凍
の
ゆ
る
み
に
濃
紫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
前
田
普
羅
）
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1月11日

　ふるさとセンターふれあいホールで20歳のつどいが開催され、17名が参加されました。
　式典では、20歳を代表して北村啓さんが「この山添村で、小学校・中学校を共に過ご
し、学びあった私達が本日こうして再会を果たすことができたこと、大変嬉しく思いま
す。」と述べられました。

後半の歓談会ではてんまるくんと写真を撮ったり、小中学校を共に
過ごした仲間や恩師と思い出話に花を咲かせていました。

きたむらけい


